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［労働
ろうどう

］ 

 内
ない

     容
よう

 改
かい

 善
ぜん

 方
ほう

 策
さく

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

 

１ 病 気
びょうき

（精 神
せいしん

疾 患
しっかん

）の 状 態
じょうたい

が悪
わる

くて仕事
しごと

が思
おも

い通
どお

りに

すすめられず、それを病 気
びょうき

が原 因
げんいん

と言
い
っても受

う
け止
と
めてもらえず、辞

や

めざるを得
え
なくなった。 

 理解
りかい

してもらえる 環 境
かんきょう

があれば仕事
しごと

を続
つづ

けられたかも知
し
れない。 

精 神
せいしん

（支 援 者
しえんしゃ

） 

２ 難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

であることを告知
こくち

しては、なかなか採 用
さいよう

まで到
いた

ら

ない。隠
かく
して 就

しゅう
職

しょく
した場合

ばあい
、通 院
つういん

や 体 調
たいちょう

不 良
ふりょう

を言
い
い出
だ

しにくく、 入 院
にゅういん

など長 期
ちょうき

に休
やす

むことになると解雇
かいこ

される。 

 難 病
なんびょう

 

３ 企 業
きぎょう

の朝 礼
ちょうれい

、会議
かいぎ

、研 修
けんしゅう

、面 談
めんだん

など、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

をつけて

くれる企 業
きぎょう

もあるが、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

もなく、仕事
しごと

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

も

十 分
じゅうぶん

に伝
つた

わらないままに仕事
しごと

をする 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

はまだまだ

いる。 

面 接
めんせつ

で「電話
でんわ

ができますか？」「耳
みみ
の医者
いしゃ

に通
かよ
っていますか？」

と聞
き
いたり、 障 害

しょうがい
の理解
りかい

もないままに採 用
さいよう

しようとする。 

「聞
き
こえないなら、書

か
いたら伝

つた
わる」という間

ま
違
ちが
った 障

しょう
害
がい
理
り
解
かい

のままに、「書
か
いてもわからないからダメ

だめ
だ」と決

き
めつけられる。 

 
聴 覚
ちょうかく

・ 平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支 援 者
しえんしゃ

） 

４ てんかん発作
ほっさ

で意識
いしき

がない時
とき
に、特

とく
に女 性
じょせい

が職 場
しょくば

でセクハラ
せくはら

を受
う
ける。 

・人 権
じんけん

擁護
ようご

関 係
かんけい

 

・労基
ろうき

 

発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう
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・法 務 局
ほうむきょく

 

・警 察
けいさつ

 

５ 転 職
てんしょく

しようとハローワーク
は ろ ー わ ー く

に行
い

ってもなかなか紹 介
しょうかい

されない。

担 当 者
たんとうしゃ

に「あなたには紹 介
しょうかい

しない、もしするなら 植 物
しょくぶつ

園
えん
の空
あ

き缶
かん

拾
ひろ
いでもしたら」と言

い

われた。 

 

 

 

知的
ちてき

 

６ 健
けん

常 者
じょうしゃ

扱
あつか

いで勤務
きんむ

していたが、長 年
ながねん

の業 務
ぎょうむ

遂 行
すいこう

能 力
のうりょく

か

らくる周 辺
しゅうへん

の理解
りかい

不足
ぶそく

、家庭
かてい

の環 境
かんきょう

変化
へんか

にでうつ 病
びょう

になった。 

 肢体
したい

 

発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう

 

７  障 害
しょうがい

の程度
ていど

に差
さ
が有
あ
る人
ひと
と、仕事

しごと
が出来
でき

る出来
でき

ないで差
さ
を付
つ
け

られる。一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

時
じ
、毎 日
まいにち

のようにいじめがあった。教
おし

えて

くれない。あなたなど辞
や
めてしまえばいい、など言

い
われた。 

 知的
ちてき

（支援者
しえんしゃ

） 

８  職 場
しょくば

で 同 僚
どうりょう

の健
けん

常 者
じょうしゃ

から仕 事 中
しごとちゅう

であってもからかわ

れたり踊
おど
れと言

い
われたりしている。仕事

しごと
内 容
ないよう

もいやな仕事
しごと

ばかりを

やらされている。 

 企 業 中
きぎょうじゅう

での人 権
じんけん

研 修
けんしゅう

が必 要
ひつよう

 知的
ちてき

（支援者
しえんしゃ

） 

９  本 人
ほんにん

活 動
かつどう

のための休
やす

みを職 場
しょくば

の 同 僚
どうりょう

が反
はん

対
たい

してとら

せてくれない。イジワル
いじわる

をされる。 話
はなし

をまともに聞
き
いてくれない。 

 知的
ちてき

 

10  後
あと

から 会 社
かいしゃ

に 入
はい

ってきた知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

が 全
まった

く 同
おな

じ

内 容
ないよう

と同
おな

じ 作 業 量
さぎょうりょう

をしていた。 班 長
はんちょう

に 給 料
きゅうりょう

の違
ちが

い

をくってかかったら、「あいつは 障 害 者
しょうがいしゃ

枠
わく

やから」という理由
りゆう

で

 精 神
せいしん
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月
つき

４万 円
まんえん

低
ひく
かった。 

11 会 長
かいちょう

から「ジョブコーチ
じょぶこーち

をつけるというならお前
まえ
を辞
や
めさせてや

る」と嫌
いや
がらせを受

う
けた。「お前

まえ
は一人
ひとり

っ子
こ
で 障 害
しょうがい

を持
も
っている

というが、だからって、一人暮
ひとりぐ

らしをしてはいかん」「ずっと母
はは

のそば

にいて、結 婚
けっこん

も母 親
ははおや

の言
い
いなりにして、嫁

よめ
姑

しゅうとめ
同 居
どうきょ

でおれ」

などと、とんでもない指図
さしず

や意味
いみ

不明
ふめい

で無理
むり

な 説 教
せっきょう

を何度
なんど

もされ、

虐 待
ぎゃくたい

された。 

 肢体
したい

 

アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症 候 群
しょうこうぐん

 

12 会 社
かいしゃ

面 接
めんせつ

にて、「電話
でんわ

対
たい

応
おう

できるか？」と聞
き
かれ「できません」

と言
い
うと「では採 用

さいよう
無理
むり

です」と言
い
われ 断

ことわ
られた。電話

でんわ
だけの仕事

しごと

ではないのに。 

他
ほか
の人
ひと
が電話
でんわ

対
たい

応
おう
できる。 

会 社
かいしゃ

で 障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

す る 人 権
じんけん

学 習
がくしゅう

が必 要
ひつよう

。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

 

13  障 害 者
しょうがいしゃ

就 職
しゅうしょく

面 接 会
めんせつかい

で、「電話
でんわ

対
たい

応
おう

必 要
ひつよう

」と

求 人 票
きゅうじんひょう

に書
か
かれている場合

ばあい
は、 聴 覚

ちょうかく
障 害 者
しょうがいしゃ

は応募
おうぼ

す

らできない。 

 電話
でんわ

だけ他
ほか
の人
ひと
に代
か
わってもらい、同 等

どうとう
の

（事務
じむ

、パソコン
ぱそこん

等
とう

を 使
つか

う）仕事
しごと

内 容
ないよう

を

検 討
けんとう

してもらう。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

14  求 人
きゅうじん

案 内
あんない

に「誰
だれ
にでもできる簡 単

かんたん
な作 業
さぎょう

」と書
か
いてあっ

たので、通 訳
つうやく

を介
かい
して問

と
い合
あ
わせた。「聞

き
こえない方

かた
には無理

むり
」と言

い

われた。ゴミ
ごみ

集 配
しゅうはい

業 務
ぎょうむ

で声
こえ
をかけて合図

あいず
をするからとの理由

りゆう
 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

15  仕事
しごと

をしていて、ハンディキャップ
はんでぃきゃっぷ

で業 務
ぎょうむ

がこなせないことに

大 声
おおごえ

で注 意
ちゅうい

された経 験
けいけん

がある。  

  精 神
せいしん
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16  職 安
しょくあん

で仕事
しごと

を 紹 介
しょうかい

してもらった 中
なか

で、「なんでこんな

障 害 者
しょうがいしゃ

を雇
やと
ったんやろ」と大

おお
きな声

こえ
で言
い
われた。 

 やさしい言葉
ことば

がけがほしい。 肢体
したい

 

17  「 話
はなし

ができないから困
こま
る」「二人

ふたり
になると話

はな
せないからどうした

らよいか分
わ
からない」「電話

でんわ
ができないから困

こま
る」「メール

めーる
では対

たい
応
おう

が

遅
おそ

い」等
とう

相 談
そうだん

された。 

専 任
せんにん

の通 訳
つうやく

をつける 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（職 場
しょくば

の部下
ぶか

） 

18  就 職
しゅうしょく

面 接 会
めんせつかい

で清 掃
せいそう

の仕事
しごと

の面 接
めんせつ

を受
う
けた。常 時

じょうじ
、

電話
でんわ

のやりとりがあり、聞
き
こえない 人

ひと
はダメ
だめ

と言
い
われた。メール

めーる

（携 帯
けいたい

）でのやりとりは可能
かのう

と伝
つた

えたが、 断
ことわ

られた。 

 求 人 票
きゅうじんひょう

に 聴 覚
ちょうかく

×と書
か
いてあれば不快

ふかい

な思
おも
いせず、他

ほか
の会 社
かいしゃ

の面 接
めんせつ

ができる。 

メール
めーる

でのやりとりで対
たい

応
おう

してほしい。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

19  職 安
しょくあん

に仕事
しごと

探
さが

しに行
い
っても、精 神

せいしん
障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

を見
み
せ

て仕事
しごと

を探
さが
してもらったことがない。 

 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

20  就 職
しゅうしょく

の面 接
めんせつ

の時
とき

「盲 導 犬
もうどうけん

同 伴
どうはん

」と言
い
ったら面

めん
接
せつ

を

キャンセル
きゃんせる

された。 

 視覚
しかく

 

21 こころの 病
やまい

を治
なお

し、ようやく仕事
しごと

に就
つ

きたいと履歴書
りれきしょ

に精 神
せいしん

の 治 療
ちりょう

期間
きかん

を 正 直
しょうじき

に書
か
いたところ、即座

そくざ
に 断
ことわ

られた。

クローズ
くろーず

かオープン
おーぷん

か、いつも悩
なや
む。 

 精 神
せいしん

 

22  ハローワーク
はろーわーく

で難治性
なんじせい

疾 患
しっかん

雇用
こよう

開 発
かいはつ

助 成 金
じょせいきん

を利用
りよう

して

採 用
さいよう

（臨時
りんじ

）されても、 体 調
たいちょう

を崩
くず
し、しばらく休

やす
むと「もう来

こ

なくてよい」と言
い
われた。 

 難 病
なんびょう
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23  外
がい

見 上
けんじょう

、わかりにくい高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

が 復 職
ふくしょく

す

るが、仕事
しごと

をしている 間
あいだ

に、様 々
さまざま

なトラブル
とらぶる

がおこる。遂 行
すいこう

機能
きのう

障 害
しょうがい

や記憶
きおく

障 害
しょうがい

に気付
きづ

いて、解雇
かいこ

されたりすると、心
こころ

に深
ふか

いきずが残
のこ

り、ひきこもりがちになる。 

職 場
しょくば

の理解
りかい

 発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう

 

24 会 社
かいしゃ

の上 司
じょうし

から「 給 料
きゅうりょう

どろぼう」「役
やく

に立
た
たない」「のろ

ま」などとしばしば言
い
われた。 

企 業
きぎょう

に対
たい

する 障 害
しょうがい

理解
りかい

を広
ひろ

め、深
ふか

め

る。ジョブコーチ
じょぶこーち

の活 用
かつよう

 

発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう

 

自 閉 症
じへいしょう

 

25  会 社
かいしゃ

で試用
しよう

期 間 中
きかんちゅう

、もの忘
わす

れ、段取
だんど

りの悪
わる

さ、手 順
てじゅん

の

混 乱
こんらん

、同
おな

じ失 敗
しっぱい

をくり返
かえ

す等
とう

に対
たい

し何度
なんど

も叱 責
しっせき

された。

「自分
じぶん

はアスペルガー
あすぺるがー

や Ａ Ｄ Ｈ Ｄ
えーでぃーえいちでぃー

の特 質
とくしつ

を持
も
っている」と

配 慮
はいりょ

を求
もと

めたが、「 障 害
しょうがい

のせいにするな」「 障 害
しょうがい

に甘
あま
えるな」

と上 司
じょうし

から言
い
われた。 

企 業
きぎょう

に対
たい

する 障 害
しょうがい

理解
りかい

を広め
ひろめ

、深
ふか

め

る。ジョブコーチ
じょぶこーち

の活 用
かつよう

 

発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう

 

自 閉 症
じへいしょう

 

26  就 職
しゅうしょく

の際
さい

の面 接
めんせつ

で 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に「在 宅
ざいたく

で勤務
きんむ

した

らどうか」と勧
すす
められた。 

 第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

が入
はい
り話
はな

し合
あ
う場
ば
をつくる。 肢体

したい
 

27  仕
し
事
ごと
を長
なが
く続
つづ
けているのに 昇 進

しょうしん
がない。  聴 覚

ちょうかく
・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

28  会 社
かいしゃ

の会議
かいぎ

に手話
しゅわ

通 訳
つうやく

がないからみているだけだ。まとめを

渡
わた

されても、わからない。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

29  就 職
しゅうしょく

活 動
かつどう

時
じ
に「企 業 側

きぎょうがわ
が対
たい

応
おう

できない」と 入 社
にゅうしゃ

選 考
せんこう

を 断
ことわ

られた。（何
なに
についてか説 明

せつめい
なし） 
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30  入 院
にゅういん

退 院
たいいん

してリハ
りは

で４年
ねん

、 週
しゅう

２、３日
にち

行
い
ったが、きつか

った。 

  

31  ハローワーク
はろーわーく

に行
い
った友 達

ともだち
が「あんたの仕事

しごと
は、僕

ぼく
らが徹夜

てつや
して

も見
み
つからない」と言

い
われた。 

  

32  教 員
きょういん

採 用
さいよう

試験
しけん

受 験
じゅけん

拒否
きょひ

。 前 例
ぜんれい

がないからということ

（昭 和
しょうわ

40年 代
ねんだい

） 

  

33  職 安
しょくあん

でなかなか仕事
しごと

を 紹
しょう

介
かい

してもらえない。   

34  障 害 者
しょうがいしゃ

と言
い
っただけで、 働

はたら
く場
ば
が制 限
せいげん

され、生 活
せいかつ

してい

くにも困
こま
る。 

  

35  失語
しつご

で面 接 会
めんせつかい

に行
い
って、短時間

たんじかん
で面 接
めんせつ

拒否
きょひ

された。  音 声
おんせい

・言語
げんご

・そしゃく 

36 会 社
かいしゃ

面 接
めんせつ

にて、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

方 法
ほうほう

を聞
き
かれた 聴 覚

ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

が「筆 談
ひつだん

」と言
い
うと、「面 倒

めんどう
」と言

い
われた。「水

みず
を使
つか

う

仕事
しごと

なのでメモ
めも

（紙
かみ
）を使

つか
えない」と言

い
われた。 

情 報 保 障
じょうほうほしょう

について会 社
かいしゃ

で研
けん

修
しゅう

会
かい

や 学 習 会
がくしゅうかい

が必 要
ひつよう

。ホワイトボード
ほわいとぼーど

使用
しよう

の

会 社
かいしゃ

もある。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

37 会 社
かいしゃ

での講 演
こうえん

の時
とき

通 訳
つうやく

がいたが、内 容
ないよう

が通
つう
じないので後

あと

で説 明
せつめい

を聞
き
いた。 

理解
りかい

できるように説 明
せつめい

  

38 企 業
きぎょう

の 朝 礼
ちょうれい

の内 容
ないよう

を伝
つた
えるのに、「後

あと
でメモ
めも

をして渡
わた
す」

と言
い
い、簡 単

かんたん
なメモ
めも

を渡
わた

される。 朝 礼
ちょうれい

の時間
じかん

に話
はな

されている

内 容
ないよう

と同
おな

じとは思
おも
えないような、簡 単

かんたん
な 短
みじか

いメモ
めも

。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう
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39 第
だい

２種
しゅ

運 転
うんてん

免 許
めんきょ

は適 性
てきせい

検査
けんさ

に「 乗 客
じょうきゃく

との会話
かいわ

をする

関 係 上
かんけいじょう

、補聴器
ほちょうき

等
とう
の使用
しよう

ができない」との制 限
せいげん

。 聴 力
ちょうりょく

障 害 者
しょうがいしゃ

はタクシー
たくしー

、運 転
うんてん

代 行 業
だいこうぎょう

、介護
かいご

輸送
ゆそう

、スクール
すくーる

バス
ばす

等
とう

の業 務
ぎょうむ

につけない。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

40 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

が職 場
しょくば

会議
かいぎ

や 研 修
けんしゅう

に手話
しゅわ

通 訳
つうやく

をつけ

てほしいと会 社
かいしゃ

に 訴
うった

えるが、「あとで資 料
しりょう

を渡
わた

すから」「今
いま

の

ままで頑張
がんば

ってください」と手話
しゅわ

通 訳
つうやく

派遣費
はけんひ

を出
だ
さない。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

41  同
おな

じ 職
しょく

場
ば
の 正 社 員
せいしゃいん

の 身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

やうつ 病
びょう

の

人 間
にんげん

が「てんかんや精 神
せいしん

病 者
びょうしゃ

は全 員
ぜんいん

が知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

な

のに大 学 院
だいがくいん

まで出
で
ているのはおかしい」と言

い
う。 

  精 神
せいしん

（家族
かぞく

） 

42  会 社
かいしゃ

の 休 憩
きゅうけい

時
じ

間 中
かんちゅう

のたばこやお 酒
さけ

の 席
せき

で 精 神
せいしん

安 定 剤
あんていざい

の副作用
ふくさよう

で手
て
の震
ふる
えを指

し
摘
てき
されアル

ある
中

ちゅう
と呼
よ
ばれた。 

 精 神
せいしん

 

 


